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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：pre-mRNAスプライシングに機能する可能性があります。,誘導：エストロゲン、アンドロゲン、グルココルチコイドによってアップレギュレーションされます。,類似性：スプライシング因子SRファミリーに属します。,サブユニット：POLR2Aと相互作用します。,組織特異性：遍在性。胎児の脳と肝臓で高度に発現し、唾液腺、心臓、皮膚、卵巣ではほとんど発現していません。結腸直腸癌と卵巣癌で発現しています。正常な結腸粘膜と比較して、結腸直腸癌で過剰発現しています。,機能：pre-mRNAスプライシングに機能する可能性があります。,誘導：エストロゲン、アンドロゲン、グルココルチコイドによってアップレギュレーションされます。,類似性：スプライシング因子SRファミリーに属します。,サブユニット：POLR2Aと相互作用します。,組織特異性：遍在性。胎児の脳と肝臓で高発現し、唾液腺、心臓、皮膚、卵巣ではほとんど発現しない。大腸癌と卵巣癌で発現する。大腸癌では正常結腸粘膜と比較して過剰発現する。
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達；DNA/RNA；RNAプロセシングとスプライシング
	画像データ
	

	SFRS19抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはSFRS19ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000に希釈したSCAF1ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

